
特
集

市
民
社
会
と

N
G
o
-
-ア
ジ
ア
か
ら
の
視
座

世
界
政
治
学
の
文
脈
に
お
け
る
市
民

社
会
、

N
G
O
研
究

中

血
旦

日
本
の
特
殊
性
を
強
調
す
る
独
善
的
議
論
や
単
な
る
ブ

l
ム
と

思
わ
れ
る
よ
う
な
「
市
民
社
会
、

N
G
O
、
N
P
O
」
概
念
を
世

界
の
学
界
動
向
と
比
較
分
析
で
き
る
よ
う
再
定
義
す
る
。
そ
れ
に

よ
れ
ば
市
民
社
会
は
「
九

0
年
代
ほ
ぼ
世
界
問
時
に
生
じ
た
地
球

化
と
ポ
ス
ト
社
会
主
義
の
時
代
に
お
け
る
新
し
い
公
共
性
志
向
」

と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

は
じ
め
に

特
集
「
市
民
社
会
と

N
G
O
-
-ア
ジ
ア
か
ら
の
視
座
」
の
序
論

と
し
て
、
本
稿
で
は
世
界
政
治
学
の
文
脈
の
中
で
、
市
民
社
会
、

N

G
O
が
い
か
に
研
究
き
れ
て
い
る
か
を
概
観
し
、
比
較
政
治
学
的
で

経
験
的
な
分
析
用
語
と
し
て
、
両
概
念
を
い
か
に
定
義
す
べ
き
か
を

考
察
し
て
お
き
た
い
。

こ
の
間
題
意
識
の
背
景
に
は
、
市
民
社
会
、

N
G
O
を
め
ぐ
る
日

本
で
の
政
治
学
研
究
、
社
会
科
学
研
究
は
未
だ
に
圧
倒
的
に
国
内
消

費
用
、
京
極
純

一
(
一

九
六
九
)
の
い
う
世
相
の
解
説
、
解
釈
の
傾

向
が
強
く
、
日
本
人
研
究
者
で
の
み
通
用
す
る
国
有
の
文
脈
か
強
調

さ
れ
す
ぎ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
懸
念
が
筆
者
に
あ
る
。

市
民
社
会
や

N
G
O
の
研
究
は
、
日
本
で
も
九

0
年
代
か
ら
盛
ん

で
あ
る
。
筆
者
の
個
人
的
経
験
で
は
、
九

0
年
代
中
葉
に
は
学
界
よ

り
も
、

N
G
O
や

N
P
O、
シ
ン
ク
タ
ン
ク
な
ど
の
実
務
家
、
市
民

運
動
家
、
企
画
者
や
ア
ナ
リ
ス
ト
の
方
が
後
述
の
世
界
の
動
向
に
敏

感
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
の
後
、
一
九
九
六
年
に
は
、
日

本
公
共
政
策
学
会
、
一
九
九
八
年
の
日
本

N
P
O
学
会
の
誕
生
と
相

ま
っ
て
、
様
々
な
分
野
か
ら
注
目
が
集
ま
り
、
現
在
で
は
多
く
の
分

野
の
研
究
者
が
そ
の
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

日
本
で
の
研
究
は
、
サ
ラ
モ
ン
ら
の
比
較
非
営
利
セ
ク
タ
ー
研
究
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に
触
発
さ
れ
、
阪
神
大
震
災
で
の
経
験
ご
九
九
五
年
)
に
鼓
舞
さ

れ
た
側
部
が
強
く
、
発
展
途
上
国
研
究
や
旧
ソ
連
圏
移
行
図
研
究
か

ら
の
影
響
は
相
対
的
に
は
弱
い
。
後
に
述
べ
る
よ
う
に
世
界
の
政
治

学
で
の
用
法
と
に
ギ
ャ

ッ
プ
が
生
じ
つ
つ
あ
る
。

佐
々
木
・
金
編
(
二

O
O
一
i

二

O
O
二
)
の
『
公
共
哲
学
」

(
特
に
第

5
巻
「
国
家
と
人
間
と
公
共
性
』
)
が
彫
塑
し
た
よ
う
に
、

日
本
の
学
界
、
知
的
風
土
に
お
い
て
、
市
民
、
市
民
社
会
は
独
特
な

形
で
受
容
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
概
念
へ
の
正
負
の
価
値
付
与
、
つ
ま
り

言
葉
そ
の
も
の
へ
の
好
き
嫌
い
を
含
め
た
思
い
入
れ
が
極
め
て
強
い
。

恐
ら
く
六

0
年
代
に
発
す
る
、
こ
の
日
本
的
な
言
葉
を
め
ぐ
る
長
い

論
争
は
、
日
本
の
い
わ
ゆ
る
近
代
化
、
政
治
・
社
会
発
展
の
歩
み
と

密
接
に
関
連
す
る
も
の
で
あ
り
(
の
ω「
O

コ
N
C
C
ω

一一∞
m
弓
岳
山
可

N
C
C
ω

一

(Umw叶
〈

2
2
m
w一
N
C
C
C
)

、
そ
れ
自
体
、
興
味
深
い
分
析
テ
!
?
で
あ

る
。
背
景
に
あ
る
の
は
、
異
な
る
文
明
圏
に
属
す
る
「
先
進
」
社
会

か
ら
の
概
念
の
輸
入
・
翻
訳
の
問
題
、
階
級
用
語
や
土
着
の
民
衆
系

用
語
と
の
関
連
、
さ
ら
に
「
近
代
化
」
に
と
も
な
う
社
会
変
動
、
都

市
化
、
工
業
化
、
中
間
層
の
問
題
、
ま
た
西
欧
化
に
と
も
な
う
米
欧

文
化
と
固
有
文
犯
の
微
妙
な
関
係
、
西
欧
覇
権
固
と
の
心
理
的
摩
擦

や
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
な
ど
極
め
て
多
様
な
諸
問
題
で
あ
る
。
多
様
で

は
あ
る
が
、
日
本
に
特
殊
な
側
面
ば
か
り
で
は
け
っ
し
て
な
く
、
非

西
欧
、
ア
ジ
ア
の
諸
国
と
共
有
す
る
側
面
か
多
々
見
ら
れ
る
問
題
群

で
あ
る
。

そ
れ
ゆ
、
ぇ
、
自
然
な
思
い
入
れ
や
反
感
を
そ
の
ま
ま
学
術
的
な
研

究
に
持
ち
込
む
の
で
は
な
く
、
こ
う
し
た
諸
概
念
を
、
世
界
の
学
界

の
中
で
も
う
一
度
突
き
放
し
て
観
察
し
、
そ
れ
を
実
際
の
も
の
と
し

て
、
客
観
的
に
認
識
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
の
後
に
、
な
お

留
保
や
独
自
の
定
義
が
必
要
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て
行
う
べ

き
で
あ
る
。
む
や
み
に
特
殊
な
概
念
化
を
行
う
べ
き
で
は
な
い
。

本
稿
は
、
以
上
の
よ
う
な
問
題
意
識
か
ら
、
市
民
社
会
、

N
G
O

の
両
概
念
(
お
よ
び
そ
れ
と
関
連
す
る
概
念
)
を
世
界
の
政
治
学
界

の
中
で
再
把
握
し
、
よ
り
客
観
的
・
中
立
的
な
も
の
と
し
て
、
比
較

政
治
学
的
で
経
験
的
な
分
析
用
語
と
し
て
再
定
義
す
る
試
み
で
あ
る
。

世
界
政
治
学
界
の
動
向

!
i
l
i
p
s
A
ア
ブ
ス
ト
ラ
ク
ト
の
分
析

世
界
の
政
治
学
界
の
中
で
の
下
」
う
し
た
概
念
の
再
把
握
は
具
体
的

に
は
い
か
に
し
て
可
能
で
あ
ろ
う
か
。
二

O
O
二
年
五
月
の
時
点
で

日
本
に
お
い
て
在
庫
が
あ
り
入
手
可
能
で
あ
っ
た
巳
三
一
ω
O
わ
芯
与
を

タ
イ
ト
ル
に
一
泊
し
た
英
語
文
献
だ
け
で
一
六
九
件
に
達
し
た
か
ら
、

世
界
中
で
は
こ
こ
数
年
で
実
際
に
は
一
一
、
一
二
百
冊
を
越
え
る
関
連
帯
一
荷

物
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
と
推
定
さ
れ
る
。
後
述
の
よ
う
に
一
九
八
九

年
か
ら
こ

0
0
0年
ま
で
の
一
二
年
間
で
、
世
界
の
政
治
学
界
の
、
王



nu 
-

要
雑
誌
に
掲
載
き
れ
た
丘
三一
ω
O
の
ぽ
々
を
ア
ブ
ス
ト
ラ
ク

ト
に
含
む
論
文
は

一、

二
四

O
に
も
達
す
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
中
で
い
か
な
る
方
法
で
あ
れ
、
世
界
政
治
学
界

の
動
向
を
概
観
す
る
の
は
容
易
で
は
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、

本
稿
で
は
、
世
界
政
治
学
会
が
編
集
し
て
い
る

i
p
S
A

の
C
D
1
R
O
M
(忌∞∞
l

N
C
C
C
)

に
依
拠
し
て
キ
ィ
ワ

ー
ド
に
よ
る
初
歩
的
な
内
容
分
析
を
行

い
、
世
界
の
学
界

で
の
概
念
内
容
理
解
の
手
が
か
り
と
し
た
い
。

I
P
S
A
は
世
界
政
治
学
会
(
日司
ω
〉
)
が
一
九
五
一

年
か
ら
作
成
し
て
い
る
世
界
の
政
治
学
ジ
ャ

ー
ナ
ル
掲
載
学
術
論
文

の
要
約
誌
で
あ
る
。
要
約
は
、
雑
誌
に
収
録
さ
れ
た
も
の
は
そ
れ
を

採
録
し
、
な
い
場
合
は
著
者
に
依
頼
し
て
作
成
さ
れ
て
い
る
。
一
九

八
九
年
か
ら
は

C
D
l
R
O
M
版
に
所
収
き
れ
、
筆
者
の
用

い
た
版

(
一
九
八
九
l

二

0
0
0
年
の
一
二
年
間
収
録
)
で
は
、
八
七
九
学

術
誌
(
西
欧
言
語
で
発
刊
)
か
ら
約
八
万
件
の
論
文
要
約
が
拘
載
さ

れ
て
い
る
。
論
文
の
発
表
年
で
は
な
く
、

i
p
S
A
が
収
録
し
た
年

度
で
分
類
さ
れ
て
お
り
、

一
九
八
九
年
分
類
に
は
一
九
八
九
年
発
行

の
論
文
だ
け
で
な
く
、

一
九
八
八
年
の
も
の
が

一
部
含
ま
れ
て
い
る
。

表 1

一
1
1

関
連
概
念
を
含
む
論
文
数
の
量
と
推
移

で
は
ま
ず
こ
の

一
二
年
間
に
収
録
さ
れ
た
論
文
要
約
に
含
ま
れ
る

関連概念を含む論文数

(1989-2000年全体)

14，321 

7，083 

3，656 

2.567 

1，958 

1， 629 

1，240 

1，076 

765 

745 

628 

313 

155 

118 

93 

45 

33 

14 

4 

3 

回2寄t乙 s以tat同e 
社会 society

シビ jルレ civνvi叫i日l 

l集長団 g♂ro仇u

|ド階i暗皆t級公 clas凶S 

カソ〈ナン ス gavernance 

市民社会 civil society 

I血f;)dヒglobalization

団体;・協会 associatioll 

市民 cItizen 

ンビ yク CIVIC 

;fl)必集団 Il1tere5t group 

ロビー lobby 

NGO 
社会関係資本 social capital 

圧力団体 pressure group 

非'常手1) non-profit 

手1)1.在団体 organized interest 

シビ yクな杜会 civic 50ιlety 

シビノレ・カノ〈ナンス
civil governance 

NPO 

資料 lnternational Political Science 

Abstracts on CD-ROM (1989-

2000) 

キ
ィ
ワ
ー
ド
の
語
数
を
見
て
み
よ
う
。

表
ー
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
社
会
七
、

O
八
三
に
対
し
て
市
民
社

会

(
丘
三
一
ω
。巳

o
q
を
こ
こ
で
は
一
応
こ
の
よ
う
に
訳
す
)
が

一
、

二
四

O
で
あ
る
。
そ
れ
は
ほ
と
ん
ど
日
常
語
化
し
た
用
語
と
い

っ
て

い
い
社
会
、
集
団
、
階
級
よ
り
は
少
な
い
が
、

2
8己
mE
oロ
な
ど

よ
り
多
く
、
一
年
平
均
で

一
O
O
論
文
以
上
が
こ
の
概
念
を
含
み
、

相
当
な
広
が
り
を
見
せ
て
い
る
。
伝
統
的
な
政
治
学
用
語
で
あ
る
利

益
集
団

(一口

ZBω
け

閃門。
己
七
)
が
三

O
O余
、
一
般
用
語
の
ロ
ビ
ー

(一。
σσ
可
)
に
続
い
て

N
G
O
や
社
会
関
係
資
本

(ω
。
己
包

わ
ω立

8

5
3
が
一

0
0前
後
あ
る
。
さ
ら
に
伝
統
的
な
用
語
で
あ
る

買

2
・

ω
ロ
3
m
g
c司
は
少
な
く
、

コO
コl
買
え
止
は
さ
ら
に
少
な
い
。

N
P

O
と
い
う
略
訟
の
ブ
l

ム
は
特
殊

「
日
本
的
」
で
あ
る
こ
と
に
留
意



市民社会.NGO関連用語を含む論文数推移

(1989-2000年各年別)
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Q
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資料.表 lに同じ。訳語も表 Iに同じ。

91 90 1989 
。

サ
ラ
モ

ン
ら
の
研
究
で
知
ら
れ
る
非
営
利
の
セ
ク
タ
ー

(コO
コl
百
「
。
完

ω
めの円。
「)
は
雌
か
に
注
目
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は

略
語
と
し
て
で
な
く
用
い
ら
れ
て
い
る
し
、
論
文
数
で
は
圧
力
団
体

荘
一
で
あ
る
が
、

N
G
O
や

ω
0
2
m乙(い問七一

S
一
ほ
ど
で
は
な
い
こ
と
が

こ
こ
か
ら
理
解
さ
れ
る
。

さ
ら
に

一
年
毎
の
キ
ィ
ワ

l
ド
を
含
む
論
文
数
の
推
移
を
把
援
し

ト
ぞ
っ
。 (

う
)

し
た
い

。

市
民
社
会
(
の
玄
]
ω
O
の
一
丘
三
は
一
ニ

O
前
後
か
ら
始
ま
り
、
九

一

年
、
九
七
年
に
大
き
く
増
加
し
、
現
在
で
は
二
ハ

O
l
一
九

O
の
論

文
が
そ
れ
を
含
ん
で
い
る
。
市
民
社
会
概
念
の
使
用
の
増
大
は
、
単

な
る
知
的
流
行
以
上
の
も
の
が
あ
る
。

N
G
O
、
ω
0
2
山
一

(ν匂
止
と

は
九

0
年
代
は
じ
め
に
は
ほ
と
ん
ど
-
な
か
っ
た
も
の
が
、
現
荘
で
は

二
O
前
後
か
ら
一
二
O
ほ
ど
の
論
文
が
、
そ
れ
ら
の
概
念
を
要
約
に
含

み
、
急
増
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
用
語
と

は
対
照
的
に
、

m
g
ω
o
n
g
z
。
コ
、
一
コ

5
3
2
m
g

g
c旬
、
刀
日
ω
ω
C
5
m吋
O
C
刀
と
い
っ
た
一
般
的
も
し
く
は
伝
統
的
な

政
治
学
用
訟
の
頻
度
は
安
定
的
な
推
移
で
あ
り
、
微
増
も
し
く
は
横

は
い
で
あ
る
。

用
語
の
推
移
を
見
れ
ば
、
丘
三
一

ω
o
n
一立て、

Z
の
O
、

ω。の一色

gt'

Z
一
は
、
九

0
年
代
を
特
徴
づ
け
る
重
要
な
概
念
で
あ
る
と
言
え
る

で
あ
ろ
う
。
こ
こ
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
学
術
論
文
は
、
レ
フ
リ

l
シ
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ス
テ
ム
を
と
っ
て
い
る
場
合
が
多
く
、
研
究
や
調
査
、
執
筆
の
期
間

に
レ
フ
リ
ー
な
ど
公
刊
に
い
た
る
手
続
き
・
期
間
を
合
せ
れ
ば
、
硲

か
に
九

0
年
代
後
半
に
急
増
す
る
も
の
の
、
前
半
か
ら
そ
う
し
た
研

究
は
始
ま

っ
て

い
た
の
で
あ
る
。

一

関

連

概

念

を

含

む

論

文

の

対

象

地

域

表

2
は
、
立
〈
己

ω
O
の
芯
々
に
関
し
て
は
、
一
九
八
九
年
、
九
四
年
、

九
九
年
と
五
年
お
き
に
三
ヵ
年
一分、

N
G
O
に
関
し
て
は
す
べ
て
を

検
討
し
、
対
象
地
域
別
に
一
分
類
し
た
も
の
で
あ
る
。

ま
ず
の
山
〈
ニ

ω
0
2
2可
で
あ
る
。
一
九
八
九
年
に
は
ま
だ
三一一一
に
過

ぎ
な
い
。
そ
し
て
そ
の
う
ち
三
分
の
一
は
へ
!
ゲ
ル
、
マ
ル
ク
ス
、

ハ
パ
!
?
ス
、
ト

ッ
ク
ヴ
ィ
ル
な
ど
理
論
に
関
連
す
る
も
の
等
で
あ

っ
た
。

そ
れ
を
除
け
ば
、
東
欧
圏
(
体
制
移
行
以
前
)
と
ラ
テ

ン
ア

メ
リ
カ
(
民
主
化
途
上
)
を
こ
の
市
民
社
会
概
念
を
使
っ
て
分
析
し

た
も
の
が
現
れ
て
い
る
。
九
四
年
に
な
る
と
こ
の
傾
向
は
一
層
明
瞭

と
な
り
、
体
制
移
行
下
に
あ
る
旧
ソ
連
・
東
欧
圏
、
理
論
ほ
か
が
二

割
を
こ
え
、
次
い
で
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
、
ア
フ
リ
カ
、
中
国
、
そ
し

て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
な
る
。
一
九
九
九
年
に
は
、
理
論
ほ
か
、
ア
フ
リ

カ
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
、
そ
し
て
ア
ラ
ブ
圏
、
東
南
・
東
ア
ジ
ア
、

地
球
化
・
国
際
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
な
り
、
旧
ソ
連
・
東
欧
は
順
位
を

落
と
す
。 2 

市民社会 .NGO関連)刊誌を含む論文の対象地域表 2

1989-2000 

途上国

ア フ リカ

ラ米

'IJ国

東.}lH朽アジア

南アジア

アラフ。l要!

旧ソ述 ・東欧

欧州

張州

北米

日本

悶際-地球化

理論他

114 
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コ
つ
J
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ハ
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-
/
-
3

つ
乙
円
ノ
M

1

i

1

1

、1
1

i

1

i

l

s

Z
J

北

米

は

カ

ナ

ダ

が

多

く

、

南

ア

ジ

ア

の

論

文

も

あ

る

が

、

こ
の
三
年
に
は
日
本
を
扱
う
も
の
は
見
ら
れ
な
い
(
日
本
を
扱
う
論

文
自
体
が
少
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
ロ
〈
一
一

ω
O
の
芯
ミ
関
連
で
は
一

二
年
間
全
体
で
も
数
件
に
留
ま
る
)
。

巳く一一

ω
O
の
日
々
に
関
係
す
る
論
文
は
、

1994 

ハマ

J

n円
U

ハU
r

U

4

8

1

1

A

q

円

L

F
h
U
2
1

《ノ

M

ハH
V
1
1
Q
J

T
」

司
''u
u

t

j

1989 

ハU
q
L
=
.
d
n
U

円

U

n

U

4

4

P

/

。，L
ハU
q

J

ハυ
1

A

1

iー

i1i民社会

I~ 

理
論
的
な
も
の
を
除
け
ば
、
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束
欧
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
研
究
か
ら
発
し
、
ア
フ
リ
カ
、
ア
ラ
ブ
、

ア
ジ
ア
各
国
、
中
国
研
究
へ
、
そ
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
北
米
な
ど
先

進
国
研
究
に
も
広
が
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
近
年
で
は
、
地
球
市

民
社
会
な
ど
、
地
球
先
、
国
際
関
係
の
中
で
丘
三
一

ω
。
〈
い
芯
与
を
論
じ

る
も
の
も
急
増
し
て
い
る
。

丘
三
}
ω
o
己
立
て
概
念
が
、
九

0
年
代
以
前
は
、
国
家
と
市
民
社
会
、

公
共
性
と
市
民
社
会
と
い
っ
た
マ
ク
ロ
理
論
用
語
で
あ
っ
た
も
の
が
、

九

0
年
代
以
後
、
そ
れ
ら
に
加
、
え
て
、
急
速
に
民
主
化
、
体
制
移
行
、

政
治
発
展
に
関
す
る
国
内
政
治
の
比
較
分
析
、
地
域
研
究
が
加
わ
り
、

概
念
を
用
い
た
研
究
領
域
が
変
貌
を
遂
げ
て
い
く
こ
と
が
理
解
さ
れ

る
。
江
〈
ロ

ω
O
の

z
q
は
、
現
在
で
は
、
①
極
め
て
多
数
の
研
究
で
用

い
ら
れ
る
、
②
世
界
中
の
地
域
を
対
象
と
す
る
、
と
い
う
意
味
で
普

通
性
を
有
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
ま
た
③
一
九
九

0
年
代
に
、
ほ
ほ

世
界
の
学
界
で
同
時
に
、
経
験
的
分
析
の
た
め
に
生
じ
た
と
い
う
意

味
で
、
興
味
深
い
概
念
で
あ
る
。

(い一三一

ω
。ハい

5
q
と
N
G
O
は
、
同
様
な
も
の
と
し
て
扱
わ
れ
る
こ

と
も
あ
る
が
、
論
文
の
対
象
は
か
な
り
異
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る。

N
G
O
に
関
し
て
は
全
体
の
合
計
値
で
あ
る
が
、
三
割
を

U
N

な
ど
国
際
関
係
、
国
際
機
関
と
の
関
係
、
開
発
、
環
境
、
軍
縮
な
ど

国
際
レ
ジ
ー
ム
と
の
関
係
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
地
域
別
に
は
、
ア

フ
リ
カ
、
途
上
国
・
開
発
一
般
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
、
ア
ジ
ア
各
国

と
い
う
順
で
あ
る
。

N
G
O
に
関
し
て
は
、
旧
ソ
連
圏
・
東
欧
、

ど
は
ゼ
ロ
か
あ
っ
て
も
少
数
で
あ
る
。
他
方
、

た
論
文
が
少
数
見
ら
れ
る
。

N
G
O
は
、
一
花
々
、
国
連
の
経
済
社
会
理
事
会
で
の
非
政
府
機
関

代
表
の
協
議
参
加
制
度
と
し
て
用
意
さ
れ
た
用
語
で
あ
る
こ
と
(
馬

楠
一
九
九
九
て
そ
れ
が
他
の
国
際
機
関
で
の
参
加
制
度
と
し
て
広

が
り
、
ま
た
民
間
組
織
が
国
際
現
象
へ
の
関
与
を
増
大
し
て
い
っ
た

こ
と
が
、
こ
れ
ら
数
値
の
背
後
に
あ
る
の
で
あ
ろ
う
。

同
概
念
に
共
通
し
て
注
目
し
て
お
き
た
い
の
は
、
世
界
的
に
九

0

年
代
に
急
速
に
注
目
さ
れ
た
こ
と
、
そ
し
て
そ
こ
で
は
ア
ジ
ア
が
占

め
る
比
重
が
最
大
で
は
な
い
が
、
か
な
り
大
き
い
こ
と
で
あ
る
。
両

者
を
対
比
す
れ
ば
、
〈
け
一
〈
口

ω
o
n
一
ぬ
け
て
は
、
王
と
し
て
途
上
国
や
移
行
国

の
政
治
発
展
や
体
制
移
行
な
ど
比
較
政
治
的
な
用
誌
で
あ
り
、

N
G

O
は
主
と
し
て
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
関
係
の
深
化
、
地
球
化
を

背
景
に
し
た
国
際
関
係
用
語
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。 日ア

本ラ
にブ
つ陸i

て中
触回
れな

市
民
社
会
、

N
G
O
概
念
と
政
治
分
析

本
特
集
に
お
い
て
、
市
民
社
会
や

N
G
O
概
念
は
統
一
さ
れ
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
。
各
著
者
に
定
義
は
委
ね
ら
れ
て
い
る
。
重
冨
論

文
は

N
G
O
概
念
に
お
け
る
多
義
性
を
指
摘
し
、
そ
の
整
理
を
行
っ
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て
い
る
が
、
一
般
に
は

N
G
O
の
方
が
、

義
性
が
少
な
い
。

市
民
社
会
概
念
よ
り
は
多

N
G
O
概
念

N
G
O
は、

Z
oロ
l
m
oく

qロ
ヨ
g
g
}
C「
向
山
口
一

g
t
o
コ

の

略

で

あ
り
、
言
葉
ど
お
り
に
は
非
政
府
組
織
で
あ
る
が
、
特
別
な
場
合
を

除
い
て
営
利
企
業
や
政
党
は
含
め
ず
、
非
政
府
、
非
営
利
の
社
会
組

織
で
あ
り
、
加
え
て
内
容
的
に
も
特
に
国
際
協
力
、
国
際
開
発
・
援

助
、
国
際
人
権
、
地
球
環
境
な
ど
国
際
的
、
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル

な
活
動
を
行
う
も
の
を
指
す
傾
向
が
あ
る
。
そ
の
理
由
は
、
前
述
し

た
よ
う
に
そ
の
起
源
に
あ
る
。
経
済
社
会
理
事
会
で
は
、
憲
章
七
一

条
に
よ
り
設
立
当
初
よ
り
非
政
府
組
織
、
民
間
団
体
と
の
協
議
制
度

を
設
け
、
一
九
五

O
年
決
議
二
一
八
八
(
凶
)
、
一
九
六
八
年
決
議
一

二
九
六
(
〉
ハ
ピ
〈
)
、
一
九
九
六
年
決
議
一
九
九
六
/
三
一
に
よ
っ

て
そ
の
詳
細
を
定
め
て
き
た
が
、
国
内
・
国
際

N
G
O
の
定
義
は

「
政
府
な
い
し
政
府
間
協
定
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
た
団
体
で
な
い
」

と
い
う
単
純
な
も
の
(
馬
橋
ニ

O
O
一
、
五
百
(
)
で
あ
る
。
た
だ
、

N
G
O
が
協
議
的
な
資
格
を
得
る
要
件
と
し
て
、
「

N
G
O
と
い
う

詑
は
、
図
、
小
地
域
、
地
域
、
国
際
レ
ベ
ル
の
非
政
府
組
織
を
指
す
。

・
代
表
の
構
造
、
お
よ
び
メ
ン
バ
ー
に
対
す
る
適
切
な
ア
カ
ウ
ン

タ
ビ
リ
テ
ィ
の
仕
組
み
を
持
ち
、
そ
の
メ
ン
バ
ー
が
、
投
票
権
、
ま

二

i
l

た
は
民
主
的
で
透
明
な
そ
の
他
の
適
切
な
意
思
決
定
プ
ロ
セ
ス
を
行

使
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
方
針
と
行
動
に
対
す
る
効
果
的
な
統
制
を

行
う
N
G
O
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
な
ど
の
一

O
余
り
の
原
則
を

定
め
て
い
る
。
極
め
て
広
い
定
義
で
あ
る
が
、
営
利
企
業
、
政
党
、

民
族
解
放
団
体
は
入
っ
て
い
な
い
(
馬
橋
一
九
九
九
、
福
田
一
九
一
八

八
、
本
誌
重
富
論
文
)
。
こ
う
し
た
国
連

N
G
O
協
議
は
、
八

0
年

代
以
降
、
国
連
の
各
種
世
界
会
議
や
経
済
社
会
理
事
会
以
外
の
他
の

国
連
機
関
、
さ
ら
に

E
U
な
ど
地
域
国
際
機
関
に
も
広
が
っ
て
い
っ

た。
N
G
O
と
は
、
結
果
的
に
こ
の
国
連
の
定
義
に
影
響
を
受
け
、
経

験
的
に
は
、
国
際
関
係
・
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
関
係
に
お
け
る

非
政
府
・
非
営
利
の
国
内
お
よ
び
国
際
的
な
社
会
組
織
一
般
と
そ
の

機
能
と
考
、
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
え
よ
う
。
こ
の
定
義
に
関

し
て
は
、
先
に
見
た
よ
う
に
、
世
界
の
政
治
学
界
で
の
論
文
内
容
の

傾
向
と
日
本
で
の
用
法
に
大
き
な
差
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

二

1
2

二
つ
の
系
譜
の
市
民
社
会
概
念

問
題
は
市
民
社
会
概
念
で
あ
る
。

一
九
六
八
年
に
発
刊
さ
れ
た
「
国
際
社
会
科
学
大
辞
典
』

何
十
・
巴
}

}

ω

ぬ(凶・

L
1
抽
出
没
、
抽
出
お
及
。
ミ
ミ
~
刊
誌
門
恒
三

ovm火
山
足
。
¥
忌
ぬ

M
W
R
S
R
F
吋
y
o
ζ
町民日一}}川凶}〕

(
U
o
g
u
ω
5、
除

吋

ymwMサ
吋

mwOMνHdωw

(ロ
ω〈
一
応

ω03.hN~ 



5
8・
コ
く
。
一

C
5
2
)
に
お
い
て
、
〈
比
三
一

ω
O
の
芯
々
は
独
立
の
項
目

と
し
て
は
な
く
、
登
場
す
る
の
も
一
ヵ
所
、
日
巻
の
自
然
権
に
関
す

る
倒
所
の
み
で
あ
る
。
〔
Uz--Eω
。
σω
任
命
ロ
の
め
や
丘
三
一
ヨ
ニ
↑

S
円
可

門

σztog、
の
一
〈
ニ

ωm月
三

2
し
か
、
の
守
口
が
つ
く
項
目
は
な
い
。

多
く
の
研
究
者
が
既
に
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
国
際
的
に
は
、
一

九
六

0
年
代
に
は
丘
三
一
ω
O
の
日
々
概
念
は
ほ
と
ん
ど
一
般
的
な
用
語

と
な
り
、
特
に
語
義
の
説
明
を
要
す
る
も
の
で
は
な
く
な
っ
て
い
た

の
で
あ
る
。

し
か
し
、
既
に
触
れ
た
よ
う
に
日
本
で
は
事
情
が
異
な
る
。
国
際

的
に
は
注
目
さ
れ
な
く
な
っ
た
六

0
年
代
に
、
市
民
社
会
、
市
民
と

い
っ
た
概
念
は
、
多
く
の
学
者
や
市
民
運
動
家
に
よ
っ
て
意
図
的
に

日
本
の
知
的
風
土
に
導
入
さ
れ
、
既
成
政
党
以
外
の
「
革
新
サ
イ

ド
」
発
の
論
争
的
な
概
念
と
な
っ
て
い
っ
た
。
と
り
わ
け
六

0
年
代

に
発
す
る
「
市
民
運
動
」
と
い
う
用
語
と
雑
誌
『
市
民
』
の
二
期
に

わ
た
る
公
刊
(
『
市
民
』
刊
行
委
員
会
)
が
そ
れ
を
印
象
付
け
た
。

そ
れ
か
ら
二

O
年
以
上
を
へ
て
、
一
九
九
八
年
の
い
わ
ゆ
る

N
P
O

法
案
を
め
ぐ
っ
て
も
同
様
の
論
争
が
繰
り
返
さ
れ
た
こ
と
は
記
憶
に

新
し
い
し
、
市
民
社
会
、
市
民
概
念
は
一
二
世
紀
に
入
っ
た
現
在
で

も
政
党
問
、
政
党
内
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
用
語
と
見
な
さ
れ
る
場
合
す

ム
ノ
中
め
つ
令
。

本
稿
で
は
、
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こ
の
論
争
に
関
与
し
よ
う
と
は
思
わ
な
い
。

」
の
論

争
は
あ
ま
り
に
も
日
本
国
有
の
市
民
、
市
民
社
会
を
め
ぐ
る
概
念
論

争
で
あ
り
、
世
界
的
な
学
界
用
語
と
し
て
の
丘
三
一

ω
宗
一
え
て
を
論
じ

て
い
な
い
。
回
有
の
日
本
の
「
市
民
社
会
」
は
、
用
語
と
し
て
は
、

丘
三
の
ω
O
の
5
Q
に
近
く
、
丘
三
{
ω
O
(
リ
芯
与
で
は
な
い

(山
本
一
九
九

八、

一
一
六
頁
)
。
つ
ま
り
、
非
常
に
価
値
的
で
あ
り
、
特
に
佐
伯

(
一
九
九
七
)
の
よ
う
な
批
判
者
は
、
特
定
の
政
治
的
立
場
、
政
治

集
団
を
指
し
て
こ
の
語
を
用
い
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
立
場

を
取
る
限
り
、
世
界
の
学
界
用
語
と
の
用
法
上
の
ギ
ャ
ッ
プ
は
開
く

ば
か
り
で
あ
る
。

本
稿
は
、
既
に
触
れ
て
き
た
世
界
政
治
学
で
の
動
向
を
踏
ま
え
て
、

経
験
的
分
析
の
用
語
と
し
て
、
こ
れ
を
定
義
し
て
お
き
た
い
。
そ
の

動
向
と
は
、
す
で
に
触
れ
た
よ
う
に
一
九
九

0
年
代
に
世
界
で
ほ
ぼ

同
時
に
注
目
さ
れ
、
多
数
の
広
汎
な
地
域
で
の
経
験
的
分
析
を
生
ん

だ
こ
と
で
あ
る
。
本
特
集
で
は
次
の
シ
ュ
ワ
ル
ツ
が
欧
米
文
献
を
踏

ま
え
て
同
様
の
整
理
を
行
っ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
日
本
の
研
究

に
着
目
す
る
。

市
民
社
会
を
め
ぐ
っ
て
は
、
二
つ
の
系
譜
を
指
摘
す
る
も
の
が
多

‘ν
 政

治
理
論
研
究
の
立
場
か
ら
千
葉
真
は
、
市
民
社
会

A
、
市
民
社

会

B
を
区
分
す
る
(
千
葉
二

O
O
二
、
一
一
七
l

一
一
九
百
(
)
。
市

民
社
会

A
と
は
へ
l

ゲ
ル
、
マ
ル
ク
ス
的
系
譜
に
相
即
す
る
も
の
で
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あ
り
、
市
民
社
会
の
複
数
性
を
基
本
属
性
と
し
て
捉
え
、
経
済
社
会

を
も
包
摂
す
る
仕
方
で
市
民
社
会
の
広
汎
な
定
義
を
提
示
す
る
。
そ

こ
で
は
市
場
(
企
業
)
も
そ
の
複
数
性
の
一
っ
と
捉
え
ら
れ
る
た
め
、

彼
は
こ
れ
を
市
民
社
会
の
市
場
モ
デ
ル
と
呼
ん
で
い
る
。

市
民
社
会

B
と
は
ペ
イ
ン
ヘ
ト
ッ
ク
ヴ
ィ
ル
か
ら
ハ
バ

l
マ
ス
の

系
譜
で
あ
り
、
市
民
社
会
を
、
人
々
の
意
見
や
判
断
を
基
盤
に
し
て

成
立
す
る
公
的
領
域
、
国
家
装
置
と
経
済
市
場
か
ら
相
対
的
に
独
立

し
た
公
的
領
域
と
し
て
理
解
す
る
。
彼
は
こ
れ
を
市
民
社
会
の
公
的

領
域
モ
デ
ル
と
呼
ん
で
い
る
。

ア
ジ
ア
の
比
較
分
析
の
立
場
か
ら
市
民
社
会
概
念
を
整
理
し
た
岩

崎
育
夫
は
、
政
治
的
な
市
民
社
会
論
を
「
イ
キ
リ
ス
型
」
と
「
ア
メ

リ
カ
型
」

に
区
分
す
る
。
イ
ギ
リ
ス
型
で
は
、
市
民
社
会
と
は
、
国

民
が
政
治
・
経
済
・
社
会
の
領
域
で
つ
く
る
公
的
私
的
な
様
々
な
組

織
・
団
体
か
ら
な
る
も
の
、
国
家
以
外
の
す
べ
て
の
組
織
・
団
体
と

そ
の
活
動
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
社
会
と
市
民
社
会
は
同
義
で
あ
る

(
近
藤
二

O
O
一
も
参
照
)
。

他
方
で
ア
メ
リ
カ
型
で
は
、
市
民
社
会
は
も
っ
と
限
定
的
で
あ
る
。

市
民
社
会
は
社
会
の
一
部
の
人
々
が
自
発
的
に
参
加
し
、
公
的
目
標

の
た
め
に
活
動
す
る
団
体
の
領
域
の
こ
と
と
理
解
さ
れ
る
。
社
会
は

私
的
領
域
と
公
的
領
域
に
分
か
れ
、
社
会
の
公
的
領
域
こ
そ
が
市
民

社
会
で
あ
る
。

岩
崎
は
、
イ
ギ
リ
ス
型
は
、
一
般
的
に
伝
統
的
タ
イ
プ
の
団
体
を

軸
に
し
た
「
国
家
と
社
会
」
の
分
析
に
適
し
た
視
点
、
ア
メ
リ
カ
型

は
、
新
タ
イ
プ
の
団
体
に
焦
点
を
あ
て
た
民
主
化
運
動
分
析
に
適
し

た
視
点
と
結
論
付
け
、
主
と
し
て
後
者
に
依
拠
し
つ
つ
、
前
者
で
補

完
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
を
取
っ
て
い
る
。

一一

1
3

経
験
的
な
立
場
で
の
市
民
社
会
概
念

で
は
、
経
験
的
な
比
較
研
究
の
立
場
か
ら
は
ど
の
よ
う
な
定
義
が

用
い
ら
れ
て
い
る
か
。

サ
ラ
モ
ン
ら
の
世
界

N
P
O
比
較
研
究
に
も
日
本
側
と
し
て
参
加

し
て
い
る
山
本
正
は
、
一
九
七
一
年
か
ら
日
本
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

を
運
営
す
る

N
G
O
起
業
家
で
も
あ
る
。
山
本
は
、
「
ガ
パ
ナ
ン
ス

と
シ
ビ
ル
・
ソ
サ
イ
エ
テ
ィ
」
国
際
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
一
九
九
六
年

か
ら
遂
行
し
て
い
る
。
彼
は
の
一
三
}ω
O
の
芯
々

の
適
訳
は
日
本
一
品
川
に
は

な
い
と
し
、
「
シ
ビ
ル
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
と
い
う
の
は
、
シ
ビ
ル
(
民
)

の
観
点
に
立
ち
な
が
ら
公
共
の
利
投
増
進
の
た
め
に
活
動
し
て
い
る

組
織
や
個
人
の
総
体
の
こ
と
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

N
G
O
、

N
P

O
と
さ
ま
ざ
ま
に
呼
ば
れ
る
民
間
非
営
利
組
織
、
民
間
政
策
研
究
機

関
や
国
際
交
流
団
体
、
フ
イ
ラ
ン
ソ
ロ
ビ
ー
と
呼
ば
れ
る
公
益
の
た

め
に
寄
付
を
行
う
個
人
や
企
業
、
民
間
財
団
の
こ
と
で
あ
る
」
(
山

本
一
九
九
八
、
一
真
)
。
「
近
年
、
シ
ビ
ル
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
と
い
う
用
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話
が
よ
り
頻
繁
に
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
社
会
の
運
営
の

仕
組
み
と
か
国
際
社
会
の
秩
序
の
維
持
や
構
築
と
い
っ
た
、
悶
内
社

会
や
国
際
社
会
の
ガ
パ
ナ
ン
ス
と
の
関
係
で
、
非
営
利
・
非
政
府
セ

ク
タ
ー
の
組
織
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
役
割
が
論
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
た
め
で
あ
る
」
(
一
一
八
頁
)
。

彼
の
定
義
で
は
、
ア
メ
リ
カ
型
の
「
公
共
的
な
機
能
」
を
も
っ
民

間
の
組
織
に
イ
ギ
リ
ス
型
の
「
企
業
や
個
人
を
含
め
す
べ
て
」
が
含

ま
れ
る
と
い
う
点
で
、
二
つ
の
型
は
統
合
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

本
特
集
で
の
シ
ュ
ワ
ル
ツ
論
文
も
、
市
民
の
特
定
の
団
体
に
注
目
す

る
の
で
は
な
く
、
社
会
組
織
全
般
の
「
公
共
的
」
機
能
と
し
て
、
市

民
社
会
を
把
握
す
る
。

市
民
社
会
が
営
利
企
業
・
市
場
組
織
、
政
党
を
含
む
か
ど
う
か
は
、

重
要
な
争
点
で
あ
る
と
指
摘
(
千
葉
二

O
O
二
)
さ
れ
る
が
、
市
民

社
会
「
機
能
」
に
着
目
す
れ
ば
、
争
点
で
は
な
く
な
る
。
向
様
に
、

機
能
が
な
さ
れ
る
場
、
空
間
と
い
う
捉
、
ぇ
方
も
、
同
様
に
こ
の
争
点

を
克
服
す
る
。

ア
ジ
ア
の
比
較
政
治
的
な
研
究
を
行
う
岩
崎
や
重
富
は
他
の
領
域

と
の
関
連
・
相
関
性
を
踏
ま
え
つ
つ
、
市
民
社
会
を
領
域
や
ス
ペ
ー

ス
と
捉
え
る
。
岩
崎
ご
九
九
八
、
二

0
0
こ
は
、
「
民
主
化
や

権
威
主
義
体
制
批
判
と
の
関
連
、
あ
る
い
は
国
家
制
度
の
確
立
と
い

っ
た
問
題
と
の
関
連
で
市
民
社
会
を
み
る
」
(
一
九
九
八
、
一
日
百
(
)

観
点
に
立
ち
、
「
国
家
と
社
会
」
の
相
互
の
独
さ
・
弱
さ
を
国
家
優

位
図
、
社
会
優
位
図
と
類
出
化
し
つ
つ
、
ア
ジ
ア
-諸
国
を
比
較
し
て

い
る
。
彼
は
市
民
社
会
を
「
公
的
領
域
で
活
動
す
る
、
国
民
の
自
発

的
な
組
織
や
団
体
の
領
域
」

(
l
頁
)
と
定
義
す
る
。
彼
は
「
近
年
、

世
界
に
流
通
す
る
市
民
社
会
概
念
は
発
展
途
上
国
の
民
主
化
推
進
集

団
の
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
」
(
一
九
九
八
、
三
頁
)
。
彼
の
問
題
意

識
は
「
市
民
社
会
の
政
治
的
役
割
に
関
し
て
も
、
本
当
に
民
主
化
運

動
の
担
い
手
集
団
と
な
っ
て
い
る
の
か
、
擁
り
下
げ
た
考
察
や
笑
証

分
析
は
、
笑
は
ま
だ
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て
い
な
い
」
(
四
百
(
)
と
い

う
点
に
あ
る
。
岩
崎
も
市
民
社
会
の
組
織
そ
の
も
の
よ
り
「
公
的
目

標
の
追
求
、
国
家
か
ら
の
応
答
を
求
め
る
」
と
い
う
機
能
が
重
要
で

あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
(
一
三
頁
)
。

本
特
集
に
所
収
し
た
重
富
論
文
は
、

N
G
O
を
「
非
政
府
、
非
営

利
、
個
人
の
自
発
的
な
参
加
に
よ
っ
て
創
ら
れ
る
フ
ォ
ー
マ
ル
な
組

織
体
」
で
あ
っ
て

「低
開
発
固
に
お
け
る
援
助
組
織
」
で
あ
る
と
定

義
し
、
そ
の
発
生
、
存
立
形
態
を
経
験
的
に
捉
、
え
る
た
め
に
、
国
家
、

市
場
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
の
相
互
関
連
に
お
け
る

N
G
O
ス
ペ
ー
ス

を
分
析
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
重
富
の
研
究
に
着
想
を
得
て
、
辻
中

(二

O
O
二
)
も
、
国
家
・
権
力
次
元
、
社
会
・
資
源
次
元
の
二
次

元
の
相
関
と
、
国
家
関
連
領
域
、
企
業
関
連
領
域
そ
し
て
伝
統
的
共

同
体
と
の
空
間
の
占
拠
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
と
し
て
、
市
民
社
会
組
織
の
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機
能
と
存
立
の
領
域
を
モ
デ
ル
化
し
て
い
る
。

以
上
の
議
論
を
集
約
す
れ
ば
、
の
ル
〈
ニ

ω
O
ハ
い
芯
与
も
し
く
は
市
民
社

会
は
、
現
在
世
界
の
学
界
で
広
汎
に
普
通
的
に
用
い
ら
れ
る
分
析
概

念
や
焦
点
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
第
一
に
、
国
家
と
市
場
、
伝
統
的
な

共
同
体
と
の
相
関
に
お
い
て
把
握
さ
れ
る
べ
き
こ
と
、
第
二
に
、
政

府
組
織
、
政
府
間
組
織
以
外
の
公
共
的
な
機
能
、
も
し
く
は
そ
の
機

能
の
場
、
領
域
と
し
て
捉
え
る
べ
き
こ
と
、
と
結
論
づ
け
ら
れ
る
。

つ
ま
り
、
市
民
社
会
と
は
、
国
家
、
市
場
、
共
同
体
と
相
関
し
つ

つ
現
象
す
る
、
多
、
様
な
非
政
府
の
社
会
組
織
に
よ
る
公
共
的
な
機
能
、

お
よ
ぴ
そ
の
機
能
の
場
(
空
間
)
と
定
義
で
き
る
。
非
政
府
組
織
の

「
公
共
性
」
が
そ
の
エ
ッ
セ
ン
ス
で
あ
る
。
世
界
の
丘
三
一

ωch~2VH

研
究
の
動
向
と
関
連
付
け
れ
ば
、
こ
う
し
た
公
共
的
機
能
や
そ
の
場

が
、
政
治
発
展
や
体
制
移
行
な
ど
マ
ク
ロ
な
比
較
政
治
発
展
と
い
か

に
関
連
す
る
か
が
、
市
民
社
会
概
念
を
用
い
た
研
究
の
焦
点
と
な
る
。

先
進
国
の
場
合
、
地
域
か
ら
地
球
ま
で
各
レ
ベ
ル
の
が
パ
ナ
ン
ス
と

の
関
連
が
分
析
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

理
論
的
に
残
っ
た
問
題
は
、
で
は
そ
こ
で
い
う
社
会
組
織
の
行
う

「
公
共
性
と
は
何
か
」
で
あ
る
。
そ
し
て
経
験
分
析
的
に
は
、
そ
う

し
た
機
能
や
機
能
の
場
を
い
か
に
、
何
に
注
呂
し
て
分
析
す
る
か
、

で
あ
る
。
そ
し
て
、
理
論
的
・
経
験
的
に
は
な
ぜ
今
、
社
会
組
織
の

公
共
性
か
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
点
を
精
織
に
展
開
す
る
こ
と
は
本
稿

の
課
題
を
こ
え
る
。
こ
こ
で
は
筆
者
の
仮
説
的
な
着
想
に
触
れ
る
に

と
ど
め
る
。

一一
1
4

利
益
集
団
と
多
元
主
義
、
国
民
国
家
、
市
民
社
会
と
地
球
化

当
然
の
こ
と
だ
が
、
こ
う
し
た
社
会
組
織
の
政
治
機
能
へ
の
注
目

は
こ
れ
が
最
初
で
は
な
い
。

私
た
ち
は
「
利
益
集
団
」
概
念
を
想
起
す
れ
ば
よ
い
だ
ろ
う
。
利

益
集
団
概
念
も
そ
の
機
能
ゆ
え
に
経
験
的
概
念
と
し
て
の
困
難
な
問

題
を
抱
え
て
き
た
(
切
さ
吉
宮
門

g
q
g
ι
r
o♀
w

巴
温
、
辻
中
編

二
O
O
二
、
二
五
!
二
六
百
(
)
。
利
益
集
団
は
機
能
概
念
で
あ
り
政
治

シ
ス
テ
ム
の
利
益
を
表
出
し
た
り
集
約
し
た
り
す
る
機
能
で
あ
る
。

利
益
と
は
、
関
心
、
利
窓
口
と
も
訳
せ
る
よ
う
に
そ
れ
自
体
中
立
的
で

あ
る
。
公
共
的
利
益
団
体
と
い
う
言
葉
も
存
在
す
る
。
た
だ
し
、
や

は
り
含
意
に
違
い
は
あ
り
、
利
益
は
、
そ
の
関
心
の
個
別
性
、
特
殊

性
に
力
点
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。
利
益
を
用
い
る
持
、
通
常
は
個
々

の
集
団
の
私
益
的
側
面
を
含
意
し
、
人
間
の
「
私
的
」
側
面
の
政
治

が
分
析
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

第
二
次
世
界
大
戦
後
か
ら
一
九
九

0
年
代
ま
で
、
冷
戦
下
の
政
治

学
は
、
潜
衣
的
に
は
、
階
級
対
集
団
、
マ
ル
ク
ス
主
義
対
多
一
一
九
一
主
義

を
基
本
対
立
軸
と
し
な
が
ら
展
開
し
て
き
た
。
顕
在
的
に
は
集
団
、

多
元
主
義
が
自
由
民
主
主
義
体
制
で
は
正
統
な
理
論
系
譜
と
な
っ
た
。
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そ
こ
で
も
公
共
性
や
公
益
性
が
問
題
に
な
ら
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、

多
元
主
義
理
論
に
お
い
て
、
集
団
や
組
織
が
利
益
集
団
と
し
て
、
い

わ
ば
私
益
の
自
由
競
争
を
通
じ
て
公
共
性
を
も
た
ら
す
も
の
と
し
て

浬
論
化
さ
れ
た
の
は
、
国
民
国
家
が
中
立
的
な
審
判
を
務
め
る
も
の

と
想
定
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
社
会
組
織
は
、
利
益
集
団
で
あ
っ
て

も
、
公
共
性
は
そ
の
利
益
の
自
由
な
競
争
の
結
果
を
国
家
が
担
保
す

る
こ
と
で
、
国
家
ガ
パ
ナ
ン
ス
を
通
じ
て
保
証
さ
れ
る
と
仮
定
さ
れ

た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
九

0
年
代
以
降
の
地
球
化
の
中
で
、
国
民
国
家
の
ガ

パ
ナ
ン
ス
が
低
下
し
、
ま
た
権
威
主
義
体
制
や
社
会
主
義
体
制
下
の

国
家
が
変
貌
を
遂
げ
る
時
、
先
に
見
た
よ
う
に
、
世
界
同
時
的
に
、

広
汎
な
市
民
社
会
概
念
の
再
登
場
が
生
じ
た
の
で
あ
る
。
地
球
化
と

国
家
方
パ
ナ
ン
ス
の
変
貌
が
、
そ
の
同
時
性
の
背
後
に
あ
る
と
い
う

の
が
筆
者
の
大
き
な
仮
説
で
あ
る
。
市
民
社
会
や

N
G
O
(非
政
府

組
織
)
、
非
営
利
団
体
と
い
っ
た
概
念
は
、
国
家
以
外
の
公
共
性

(
や
ガ
パ
ナ
ン
ス
)
の
担
い
手
を
強
く
示
唆
し
て
い
る
。

で
は
公
共
的
機
能
と
は
何
か
。
人
聞
の
「
共
同
的
」
側
面
に
力
点

が
あ
り
、
私
を
貫
く
、
個
の
も
つ
共
同
性
を
総
合
し
て
い
く
ベ
ク
ト

ル
、
集
団
を
閉
鎖
的
に
す
る
と
い
う
よ
り
、
相
互
に
つ
な
ぐ
側
面
で

あ
ろ
う
。
斎
藤
純
一
は
「
人
々
が
共
に
関
心
を
抱
く
事
柄
に
つ
い
て

意
見
を
交
換
し
、
政
治
的
意
思
を
形
成
す
る
言
論
の
空
間

ー一
と
し
て

公
共
圏
を
定
義
す
る
。
筆
者
は
、
前
半
部
分
、
「
他
の
集
団
組
織
の

存
在
、
他
と
共
通
す
る
も
の
を
意
識
す
る
状
態
」
を
公
共
性
へ
の
意

識
と
し
、
市
民
社
会
組
織
の
要
件
と
考
、
ぇ
、
後
半
部
分
、
「
私
的
レ

ベ
ル
で
な
い
、
政
治
レ
ベ
ル
で
の
利
益
が
意
識
さ
れ
、
政
策
関
心
が

生
じ
」
た
状
態
を
利
益
団
体
と
定
義
し
た
(
辻
中
編
二
一
l

二
四
頁
)
。

辻
中
の
理
解
で
は
、
公
共
性
と
個
別
利
説
、
市
民
社
会
と
利
益
集
団
、

市
民
社
会
組
織
と
利
益
団
体
は
コ
イ
ン
の
裏
表
で
あ
る
。
同
じ
、
玉
体

の
別
の
側
面
、
別
の
方
向
か
ら
光
を
当
て
た
も
の
で
あ
る
。

経
験
分
析
的
に
は
、
具
体
的
な
分
析
対
象
、
調
査
対
象
が
問
題
で

あ
る
。
政
府
以
外
で
、
一
次
的
に
は
政
党
な
ど
政
治
社
会
部
分
、
つ

ま
り
政
党
、
支
部
、
議
員
・
候
補
者
選
挙
組
織
(
後
援
会
な
ど
)
や

経
済
社
会
・
市
場
社
会
部
分
、
つ
ま
り
具
体
的
に
は
営
利
企
業
、
こ

れ
ら
以
外
を
対
象
と
す
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
二
次
的
に
は
、

市
民
社
会
は
利
詩
集
団
問
機
に
機
能
で
あ
る
か
ら
、
政
治
社
会
や
経

済
社
会
の
部
分
の
市
民
社
会
機
能
に
も
着
目
す
る
し
、
倒
人
や
家
族

も
同
様
に
、
二
次
的
に
は
対
象
と
な
る
。

経
験
分
析
的
に
は
こ
の
よ
う
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
笑
は
い

か
な
る
定
義
を
用
い
て
も
、
ほ
と
ん
ど
の
著
者
は
、
は
ぽ
同
様
の
対

象
に
着
目
し
た
か
ら
で
あ
る
。
機
能
と
み
れ
ば
、
対
象
選
定
に
本
質

的
な
基
準
は
な
い
。
あ
る
組
織
が
対
象
か
ら
漏
れ
る
こ
と
が
あ
っ
て

も
、
そ
れ
は
理
論
的
な
定
義
上
の
理
由
で
な
く
、
作
業
上
の
理
由
か



ら
で
あ
る
。
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一丁

5

市
民
と
市
民
権

最
後
に
、
同
じ
文
脈
で
市
民
、
市
民
権
の
概
念
に
ふ
れ
て
お
こ
う
。

市
民
と
は
、
私
的
な
側
面
も
当
然
持
ち
、
生
活
を
営
む
現
代
社
会

に
お
け
る
個
人
の
公
的
側
面
、
公
共
的
な
機
能
の
側
面
を
指
す
言
葉

で
あ
る
。
共
同
性
と
政
治
性
を
有
し
た
個
人
で
あ
る
。
市
民
権
は
、

特
定
の
領
域
に
お
い
て
、
そ
う
し
た
公
共
的
機
能
を
営
み
、
発
揮
す

る
こ
と
を
保
障
す
る
権
利
の
集
合
で
あ
り
、
国
内
的
に
は
参
政
権
な

ど
の
参
加
す
る
権
利
や
各
種
の
自
由
権
、
情
報
ア
ク
セ
ス
な
ど
の
権

利
を
意
味
す
る
。
国
内
的
に
は
市
民
と
国
民
は
同
じ
で
あ
る
が
、
地

方
、
国
を
越
え
る
地
域
、
世
界
や
地
球
な
ど
へ
の
公
的
機
能
や
そ
の

権
利
を
念
頭
に
お
け
ば
、
市
民
や
市
民
権
概
念
は
国
民
や
国
民
の
権

利
を
超
え
た
広
が
り
を
も
っ
。

ま
と
め

I
P
S
A
の
分
析
か
ら
、
世
界
の
学
界
に
お
い
て
は
、
丘
三
]
ω
o
s

a
2可
は
九

0
年
代
に
世
界
同
時
的
に
台
頭
し
た
普
遍
的
な
概
念
で

あ
り
、
主
と
し
て
政
治
発
展
や
体
制
移
行
な
ど
政
治
変
容
を
分
析
す

る
比
較
政
治
学
的
な
用
語
で
あ
り
、
ま
た

N
G
O
は
、
王
と
し
て
ト
ラ

ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
関
係
の
深
化
、
地
球
化
を
背
景
に
し
た
国
際
関

係
用
語
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。

な
経
験
的
研
究
対
象
な
の
で
あ
る
。

両
概
念
の
先
行
研
究
か
ら
、
こ
れ
ら
は
機
能
用
語
と
し
て
本
質
的

な
把
握
が
可
能
で
あ
り
、
作
業
的
に
は
機
能
を
念
頭
に
よ
り
重
要
な

対
象
を
選
択
す
る
と
い
う
方
法
が
望
ま
し
い
こ
と
を
確
認
し
た
。
そ

の
よ
う
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
価
値
論
争
的
で
な
く
、
経
験
分
析

的
に
用
い
る
こ
と
が
十
分
可
能
な
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
は
、

す
で
に
利
益
集
団
、
ポ
リ
ア

i
キ
!
、
コ
ー
ポ
ラ
テ
イ
ズ
ム
な
ど
の

概
念
に
お
い
て
も
見
ら
れ
た
し
、
さ
ら
に
日
本
発
の
「
間
人
主
義
」

と
い
っ
た
概
念
す
ら
、
経
験
的
に
用
い
る
こ
と
で
、
そ
の
「
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
性
」
を
含
め
検
証
可
能
な
の
で
あ
る
(
浜
口
編
一
九
九
八
)
。

筆
者
は
、
個
人
的
に
は
市
民
運
動
の
研
究
か
ら
発
し
て
、
学
術
的

に
は
利
議
集
団
、
政
治
過
程
、
政
策
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
研
究
を
経
て
、

再
度
、
市
民
社
会
組
織
の
世
界
的
な
比
較
研
究
へ
向
か
っ
て
い
る
。

こ
の
問
、
「
利
益
」
集
団
が
、
笑
は
、
「
関
心
」
集
団
、
「
利
害
」
集

団
で
あ
る
と
い
う
定
義
づ
け
を
行
い
、
広
く
機
能
と
し
て
捉
え
て
き

た
。
し
か
し
す
で
に
触
れ
た
よ
う
に
、

5
g
円。ω
門
の
含
意
や
悶
際
的

な
研
究
の
力
点
は
、
特
殊
利
張
、
個
別
利
窓
口
に
、
そ
の
政
治
過
程
や

政
治
ア
ク
タ
ー
へ
の
表
出
・
表
現
に
あ
っ
た
こ
と
は
否
め
な
い
。
似

万
、
九

0
年
代
以
降
の
世
界
の
研
究
は
、
非
営
利
社
会
組
織
と
し
て

の
市
民
社
会
、

N
G
O
な
ど
、
開
か
れ
た
共
通
の
関
心
、
非
政
府
、

そ
こ
で
は
、

ア
ジ
ア
は
重
要



非
営
利
の
集
団
の
公
共
性
に
力
点
を
置
く
。
公
共
性
は
多
く
の
利
益

集
団
も
主
張
し
、
公
共
性
と
私
的
利
益
性
は
実
は
、
コ
イ
ン
の
表
裏

の
関
係
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
新
し
い
概
念
が
登
場
し
、
そ
れ

が
鍵
と
な
る
と
こ
ろ
に
、
九

0
年
代
以
降
の
時
代
の
変
動
と
力
点
の

変
化
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。
お
そ
ら
く
そ
れ
は
、
「
特
殊
利
益
」

集
団
が
現
実
の
社
会
か
ら
減
少
し
た
こ
と
を
意
味
し
な
い
。
そ
の
逆

で
あ
ろ
う
。
地
球
的
規
模
で
利
益
集
団
が
増
大
し
た
が
た
め
に
、
ガ

パ
ナ
ン
ス
の
主
体
を
も
と
め
て
、
国
家
以
外
の
公
共
性
ベ
ク
ト
ル
が

強
調
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
強
い
。
政
治
体
制
の
移
行
、
変
動
、
地

球
化
の
進
展
が
そ
う
し
た
二
つ
の
ベ
ク
ト
ル
の
相
克
を
強
め
た
の
で

あ
る
。
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(
1
)

国
有
の
文
脈
そ
れ
自
体
の
認
識
は
重
要
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
世

界
の
中
で
相
刻
化
き
れ
、
普
通
的
な
文
脈
へ
の
置
き
換
え
の
努
力
が

必
要
で
あ
る
。
佐
々
木
毅
・
金
泰
畠
編
『
公
共
哲
学
』
全
叩
巻
(
東

京
大
学
出
版
会
)
は
、
多
く
の
興
味
深
い
論
点
を
提
示
し
な
が
ら
、

世
界
の
中
で
相
対
化
す
る
と
い
う
方
向
が
弱
い
。
特
に
ア
ジ
ア
の
中

で
日
本
経
験
を
捉
え
る
志
向
が
、
共
編
者
に
韓
国
研
究
者
を
迎
え
な

が
ら
も
弱
く
、
な
お
西
欧
対
日
本
と
い
う
枠
組
み
が
残
存
し
て
い
る
。

世
界
政
治
学
の
な
か
で
捉
え
よ
う
と
し
た
先
行
研
究
に
は
、
∞
の
F
a

ds門汁
Nω
ロ
門
戸
宝
石
弓
ω00ω
、
山
本
一
九
九
入
が
あ
る
。
筆
者
は
、
現

在
、
日
本
、
韓
国
、
ア
メ
リ
カ
、
ド
イ
ツ
、
中
固
と
い
う
五
ヶ
国
比

較
の
中
で
そ
う
し
た
方
向
で
分
析
を
行
っ
て
い
る
(
辻
中
編
二

0
0

二
)
。
吋
ω丘

{E一G
N
C
C
ω
・
ま
た

ω
。
立
巴

g立
g
円
を
造
る
猪
口
孝
、
主

査
に
よ
る
国
際
的
な
共
同
研
究
(
文
部
科
学
省
特
別
推
進
研
究
「
民

主
主
義
の
機
能
不
全
の
現
論
的
実
証
的
研
究
」
)
が
注
目
さ
れ
る
。

(
2
)

「
次
の
時
代
を
担
う
日
本
の
新
し
い
組
織
と
グ
ル
ー
プ
』
研
究

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

(
Z
日間〉、

5
8
l
u∞
)
で
の
経
験
。
辻
中
一
九
九

八
参
照
。

(3)

例
外
と
し
て
、
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
を
中
心
と
す
る
比
較
研
究
、

岩
崎
編
一
九
九
八
岩
崎
二

O
O
一
、
重
富
二

0
0
0、
ωzmO4

5
5
-
二
O
O
一
参
照
。

(
4
)

ニ
0
0
二
年
の
時
点
で
は
、
二

0
0
一
年
末
ま
で
の
新
版
が
利

用
可
能
で
あ
る
が
、
筆
者
に
利
用
可
能
な
一
九
八
九
年
か
ら
こ

0
0

0
年
ま
で
の
収
録
版
を
用
い
る

o
p
s、ゴミ
3xhN九
可
ミ
む
片
ミ
め
の
か

さ
R
h
r門誌のひ

o
s
n
b
l
h
oミ
(
N
U匂
h
W
I
N
も
も
も

)ω
一一言
。
門
宝
山
け
e

Z
ぺ
円
三

2
5丘一
o
p
N
O
S
-
世
界
政
治
学
会
と

I
P
S
A
に
つ
い
て

は
、
耳
石
一
¥
¥
否

g-のO
コの。

E
5・の
ω
¥めロ¥匂乙
σ
一宮町民
~
0
コ
ω¥ωσω
け「
mH

立
ω
・

ω
y
c
d
{
を
参
照
。

(
5
)
N
P
O
と
い
う
用
語
は
山
岸
秀
雄
氏
が
一
九
八

0
年
代
末
に
、

米
国
で
の
非
営
利
市
民
団
体

gロ1
官
。
出
汁
O
ぺ
mmEst。
ロ
か
ら
ヒ

ン
ト
を
得
て
、
当
時
、
興
隆
し
つ
つ
あ
っ
た
市
民
活
動
体
へ
の
新
た

な
名
称
と
し
て
意
図
的
に
用
語
を
輸
入
し
た
も
の
で
あ
る
。
「
ア
ド

ボ
カ
シ
i
」
と
い
う
市
民
一
提
案
型
ロ
ピ

1
活
動
も
同
様
で
あ
る
。
山

岸
N
P
O
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
世
話
人
か
ら
の
聞
き
取
り
に
よ
る
。

辻
中
一
九
九
八
、
一

O
八
頁
。
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(
6
)

ド

2
5円
宮
・
ω巴
ω
g
g
g
ι
出
巳
ヨ
三
回
ハ
〉
コ
F
O
百
円
(
包

ω・)

M

L
F
p
s
h
h
o
b」
町
民
浅
見
s
y
b
b.H
ω
ミ
ミ
信
江
戸
同
]]
ω
Z
E
Z
Z円

M
U
O
}
片山可

ω宮
門
出
。
タ
斗
ケ
mw
】

O
}

ヨω
出
O
{
)
E
ロ
ωCEι
〈

σ円巴

q
・
こ
の
シ
リ

ー
ズ
に
は
、
多
く
の
こ
の
共
同
研
究
に
基
づ
く
モ
ノ
グ
ラ
フ
が
収
め

ら
れ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
い
く
つ
か
は
日
本
語
に
翻
訳
さ
れ
て
い
る
。

(
7
)

己
〈
ロ

ω
O
R
o
c、ゃ
N
G
O
に
関
し
て
少
な
い
こ
と
か
ら
、
日
本

そ
の
も

の
を
扱
う
論
文
が
か
な
り
少
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
が、

そ

れ
は
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
い
。

I
P
S
A
一プ
l
b
/
の
「
偏
り
」

を

見
る
上
で
、
各
国
名
や
地
域
別
の
論
文
数
の
合
計
を
見
て
お
こ
う
。

表

3
に
あ
る
よ
う
に
、
日
本
は
、
英
国
と
イ
ス
ラ
エ
ル
の
問
、
国
別

で
は

8
位
で
あ
る
か
ら
、

I
P
S
A
が
西
欧
諸
だ
け
の
雑
誌
が
も
と

に
な
っ
て
い
る
と
は
い
え
、
極
端
に
少
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

表 3

ー

カ

一

一

一

ア

一

タ

一

一リ

メ

一

述

ナ

一

国

一

タ

ア

一

一

回

カ

一

耕

一

イ

(8)

佐
伯
一

九
九
七
、
二

O
O
二
や
「
公
共
哲
学
』
の
議
論
の
問
題

性
は
、
あ
く
ま
で
「
わ
が
国
特
有
の
「
市
民
』
の
観
念
」

(
佐
伯

一

九
九
七、

一
一
二
頁
)
を
巡
る
議
論
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
が
世

界
の
社
会
科
学
の
中
で
い
か
に
普
通
的
な
位
相
の
下
で
捉
え
る
か
と

各国名をキィワー

ドに含む論文数

日本

イスラユル

資料.表]に!司じ

，669 

，560 

2，413 

2，699 

1. 617 

2，304 

)， 79J 

4，739 

2，49] 

]、 76]

3，26] 

ス一ン
一
ア

-フ

一
シ

フ

一
口

イギリス

インド

'1J国

ドイツ

EU 

い
う
方
法
と
視
野
を
欠
い
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て、

松
下
ヰ
十
二
(
例
え
ば
一
九
九
二
は
、
世
界
の
社
会
科
学
を
体
系
的

に
検
討
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
そ
の
一
貫
し
た
主
張
は
、
結

果
的
に
世
界
の
社
会
科
学
の
議
論
と
噛
み
合
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ

れ
る
。

N
P
O、
N
G
O
に
関
し
て
も
、
同
様
な
日
本
独
自
の
用
法

が
発
展
す
る
傾
向
が
あ
り
、
そ
れ
は
お
そ
ら
く
日
本
語
閤
と
い
う
知

的
空
間
が
も
っ
問
題
性
と
関
連
す
る
だ
ろ
う
。

(
9
)

以
上
の
よ
う
に
や
や
回
り
く
ど
く
説
明
し
て
き
た
が
、

例
え
ば

イ
ギ
リ

ス
の
会
ア
リ
テ
ィ
シ
ュ
カ
ウ
ン
シ
ル
が
作
成
し
た
、
「
イ
ギ
リ

ス
の
市
民
社
会
」
と
い
う
小
冊
子
は
次
の
よ
う
に
直
般
に
解
説
し
て

い
る
。
「
ご
く
最
近
ま
で
市
民
社
会
と
い
う
用
語
は
、
主
と
し
て
ア

カ
デ
ミ
ッ
ク
な
議
論
の
場
で
し
か
登
場
し
な
い
よ
う
な
特
殊
な
も
の

で
し
た
。
笑
は
『
市
民
社
会
』
の
正
確
な
定
，
義
に
つ
い
て
は
、
英
国

で
も
、
政
治
的

・
哲
学
的
な
観
点
か
ら
長
年
議
論
さ
れ
て
き
た
ほ
ど
、

一
義
的
な
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
現
在
で
は
、
グ

ロ
ー
バ

ル
な
目
ま
ぐ
る
し
い
社
会
変
化
に
伴
い
、
市
民
社
会
と
い
う
言
葉
は
、

社
会
の
中
で
行
政
や
企
業
に
属
き
な
い
「
セ
ク
タ
ー
」
と
い
う
意
味

で
、
良
く
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
市
民
社
会
セ
ク

タ
ー
は
、
個
人
か
ら
国
内
的
・
国
際
的
に
活
動
す
る

N
G
O
な
ど
ま

で
含
む
、
広
範
で
か
つ
多
様
性
を
持
つ
も
の
で
す
。
例
と
し
て
、
労

働
組
合
、
財
団
(
ト
ラ
ス
ト
)
、
慈
善
団
体
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

・
グ

ル
ー
プ
、

教
会
や
進
行
グ
ル
ー
プ、

相
互
扶
助

・
生
活
共
同
グ
ル
ー

プ
、
教
育
機
関
、
そ
し
て
特
定
の
利
害
関
係
を
持
つ
グ
ル
ー
プ
を
代

表
し
て
い
た
り
す
る
よ
う
な
政
党

・
グ
ル
ー
プ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な



教
会
や
組
織
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
市
民
社
会
セ
ク
タ
ー
に
は
、

そ
こ
に
属
す
る
団
体
の
利
窓
口
を
代
表
す
る
よ
う
な
イ
ン
タ
ー
ミ
デ
ィ

ア
リ

i
(仲
介
・
中
間
)
組
織
も
あ
り
、
組
織
や
個
人
の
活
動
を
モ

ニ
タ
ー
す
る
よ
う
な
さ
ま
ざ
ま
な
機
関
も
存
在
し
て
い
ま
す
。

市
民
社
会
セ
ク
タ
ー
の
最
も
特
徴
的
な
役
割
を
あ
げ
る
と
す
れ
ば
、

政
府
や
企
業
に
対
し
て
、
情
報
を
提
供
し
た
り
、
活
発
な
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
や
反
対
運
動
を
行
っ
た
り
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
政
府
や
企
業

に
影
響
を
与
え
る
こ
と
で
す
。
:
・

市
民
社
会
セ
ク
タ
ー
は
、
市
民
た
ち
が
社
会
的
な
ニ
ー
ズ
に
応
え

る
た
め
に

F

有
機
的
に
つ
な
が
り
な
が
ら
形
成
さ
れ
て
き
た
も
の
で
、

市
民
参
加
や
市
民
性
が
育
ま
れ
る
土
壌
で
す
。
:
:
:
」

Z
Q一
¥
¥

巧
当
者
・
己
ハ
門
戸
O
者
-
Q
ぺ

-Z¥σ(U¥〕
℃
ロ

¥
ω
o
n
一o
q
¥円
)
丘

¥
t
1
2
0
(
い一σ片
山
〉
℃
丘

町
)
門

Y
A山
1
日

こ
の
プ
リ
テ
ッ
シ
ュ
カ
ウ
ン
シ
ル
の
説
明
は
、
英
国
発
で
は
あ
る

が
、
結
果
的
に
、
本
稿
で
の
定
義
と
ま
さ
に
符
合
す
る
も
の
と
な
っ

て
い
る
。
つ
ま
り
、
こ
う
し
た
多
様
な
社
会
組
織
の
公
共
的
機
能
と

い
う
定
義
は
世
界
的
に
は
通
常
の
、
い
わ
ば
あ
た
り
ま
え
の
も
の
に

な
っ
て
い
る
と
い
、
7
こ
と
で
あ
ろ
、
フ
。
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レヴ、ァイアサン公募論文のお知らせ

地方分権推進委員会を中心として行われた第一次地方分権改革の集大成

として， 1999年 7月に地方分権一括法が成立し， 2000年 4月 1EIから地行

きれました。機関委任事務の廃止，留地方係争処理委員会の設置，法定外

目的税の導入など，大きなHilJ度改革が行われました。

レウーァイアサン33号では，こうした制度改革を受けた後，地方行政や地

方政治，中央地方関係において，現実にどのよっなことがi@きているのか

に焦点をあてた特集企画をもちたいと考えています。

分権改革が実行されて日も浅く，情報にも限りはあるかもしれませんの

で，仮説提示的な論文でも結構ですので，ふるって公募してくださるよう

お願いいたします。公募要領は下記をご覧ください。

なお，投稿し、ただいた論文は， レフリーによる審査を経て， レウーァイア

サンに掲載されますので，あらかじめご了承ください。

レヴFアイアサン編集委員会

公 募要領

地方分権改革のインパクト

200字詰原稿用紙100枚程度

2003if--3月20日

東京都文京区小石川 5-11-15--302 
木鐸社 レウ。ァイアサン編集部

?ーマ

分量

締め切り

提出先
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